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藤
本
徳
明
先
生
の
、
こ
と
安
森
敏
隆
梅
光
女
学
院
大
学
の
昼
時
の
六
角
堂
は
何
時
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
山
路
平
四
郎
先
生
、
磯
田
光
一
先
生
、
今
井
源
衛
先
生
、
国
分
直
一
先
生
と
い
っ
た
超
一
流
の
先
生
方
が
、
佐
藤
泰
正
学
長
を
交
え
て
、
何
時
も
談
笑
し
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
お
ら
れ
た
。
そ
ん
な
な
か
に
時
お
り
、
『平
仲
物
語
』
『源
氏
物
語
』
や
『宇
津
保
物
語
』
の
専
門
家
で
目
方
誠
先
生
の
奥
様
の
目
方
さ
く
を
先
生
の
姿
も
み
え
た
。
藤
本
徳
明
先
生
の
名
前
を
、
強
烈
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
目
方
さ
く
を
先
生
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
私
が
、
文
学
部
長
を
し
て
い
る
と
き
、
目
方
さ
く
を
先
生
に
は
大
学
院
の
先
生
と
し
て
き
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
あ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
近
代
文
学
の
先
生
が
た
の
こ
と
し
か
、
あ
ま
り
頭
に
な
か
っ
た
頃
で
あ
る
。
当
時
、
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
た
梅
原
猛
の
『水
底
の
歌
』
や
遠
藤
周
作
の
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
』
が
話
題
に
な
っ
た
り
、
司
馬
遼
太
郎
や
吉
本
隆
明
や
井
上
ひ
さ
し
に
昨
日
、
神
田
の
古
本
屋
街
で
会
っ
て
き
た
と
い
う
具
合
に
、
い
つ
も
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で
話
が
展
開
し
、
色
々
の
話
が
聞
け
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、
目
方
さ
く
を
先
生
の
自
慢
は
、
と
き
お
り
「藤
本
徳
明
先
生
」
の
こ
と
を
、
そ
う
し
た
話
題
の
な
か
に
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
後
は
決
ま
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
金
沢
か
ら
、
福
岡
女
子
大
学
に
来
て
貰
っ
た
こ
と
の
自
慢
で
あ
っ
た
。
福
岡
女
子
大
学
き
っ
て
の
人
気
教
授
で
、
卒
論
の
指
導
は
、
何
時
も
先
生
の
説
話
研
究
に
学
生
た
ち
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
何
度
も
話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
私
は
、
い
つ
か
こ
の
話
題
の
先
生
に
あ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く
、
先
生
の
著
書
『日
本
海
の
ロ
マ
ン
i
伝
承
・
文
学
に
た
ど
る
北
陸
史
』
(中
日
新
聞
本
社
昭
和
51
年
7
月
)
を
手
に
い
れ
七
藤
本
徳
明
先
生
の
、
こ
と
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
先
生
が
金
沢
美
術
工
芸
大
学
在
職
中
に
日
本
海
沿
岸
を
舞
台
に
活
躍
し
た
大
伴
家
持
、
木
曽
義
仲
、
世
阿
弥
な
ど
の
文
学
・
歴
史
上
の
人
物
を
『
万
葉
集
』
『平
家
物
語
』
な
ど
の
古
典
に
よ
り
な
が
ら
、
現
代
の
「
眼
」
を
通
し
て
再
認
識
さ
れ
た
も
の
で
、
第
四
回
「泉
鏡
花
記
念
金
沢
市
民
文
学
賞
」
(
『北
陸
の
風
土
と
文
学
』
笠
間
書
院
)
を
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
付
け
の
著
者
の
写
真
は
、
な
ん
と
も
凛
々
し
く
、
若
き
日
の
木
曽
義
仲
の
若
武
者
ぶ
り
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
先
生
の
専
門
は
、
最
初
、
『沙
石
集
』
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
『宇
治
拾
遺
物
語
』
の
先
覚
者
と
し
て
説
話
文
学
の
中
心
の
研
究
者
に
な
ら
れ
、
同
志
社
女
子
大
学
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ま
も
な
く
、
私
も
先
生
と
同
じ
大
学
に
赴
任
し
御
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
志
社
女
子
大
学
に
来
ら
れ
て
か
ら
の
先
生
の
活
躍
は
、
な
ん
と
も
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
私
が
赴
任
す
る
前
年
の
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
、
同
志
社
女
子
大
学
短
期
大
学
部
の
「
日
本
語
日
本
文
学
科
」
に
来
ら
れ
、
平
成
元
年
に
創
設
さ
れ
た
同
志
社
女
子
大
学
「
日
本
語
日
本
文
学
科
」
の
創
設
の
た
め
に
中
晧
先
生
と
共
に
奔
走
さ
れ
た
。
受
験
当
日
は
、
天
皇
の
本
葬
と
か
さ
な
っ
八
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
十
倍
を
越
す
競
争
率
に
な
り
、
先
生
の
安
堵
さ
れ
た
顔
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
「
日
本
語
日
本
文
学
科
」
の
学
科
主
任
を
四
年
さ
れ
て
、
盤
石
の
基
礎
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
、
福
岡
女
子
大
学
時
代
の
活
躍
と
実
践
が
在
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
、
平
成
九
年
に
は
、
大
学
の
上
に
「大
学
院
修
士
課
程
」
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
に
は
大
学
院
「博
士
後
期
課
程
」
を
創
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
学
内
に
お
け
る
縦
横
の
働
き
の
な
か
で
、
先
生
の
読
書
の
広
さ
、
深
さ
、
教
養
の
広
さ
に
は
、
何
時
も
圧
倒
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
、
夏
目
漱
石
は
も
ち
ろ
ん
、
五
木
寛
之
に
至
っ
て
は
、
交
友
も
あ
ら
れ
、
署
名
本
も
何
冊
か
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
先
生
の
読
書
の
幅
は
、
専
門
書
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ン
ガ
、
週
刊
誌
に
至
る
ま
で
何
時
も
目
を
通
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
驚
か
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
関
心
が
な
い
よ
う
に
装
わ
れ
な
が
ら
も
、
相
撲
や
、
野
球
に
つ
い
て
は
大
変
造
詣
が
深
く
、
私
の
フ
ア
ン
の
広
島
力
ー
プ
の
話
を
し
て
も
、
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
り
、
先
生
の
教
養
の
深
さ
と
広
さ
に
は
、
い
つ
も
圧
倒
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
先
生
に
は
い
っ
ぱ
い
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
、
学
校
に
も
時
々
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
